
様式第８号（第 11 条関係） 

平成 30 年 11 月 30 日 

熊取町議会 

議長        坂上 巳生男 殿 

                                                会派名     熊愛の会 

                                                幹事長名        重光 俊則 印 

                                                経理責任者      文野 慎治 印 

 

会派視察実施報告書 

 

  熊取町議会政務活動費交付要領第11条の規定に基づき、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

視 察 期 間 平成 30 年 11 月 27 日（火） 

）～ ２８年 ８月２７日（㈯） 
視 察 先 

①仙台市役所 

②石巻市役所     

視察目的 
① 行政視察「仙台ミラソン」について 

② 行政視察「石巻市子どもの未来づくり事業」について 

出 席 者 氏 名  重光 俊則、  文野 慎治 

旅 費 明 細 

  1 人当たり 

  交通費          31,792 円 

宿泊費           8,400 円 

その他      1,395 円 

 

 合  計         41,587 円 

  

 

  

旅費総額 

   ２人分 

       83,174 円 

 

（注記）会派 未来（2 人）と

合同視察実施。そのため、タ

クシー代・手土産代は 1/2 負担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



出張報告書別紙 

平成 30 年 11 月 27 日 午前 10 時～11 時  仙台市役所 

☆ 「仙台ミラソン」について 

１事業概要 

①【仙台ミラソン」とは】 

・学生・若手市職員・民間企業社会人等がチームを組み、仙台市が提供する様々な地域

課題について解決策を企画・立案・実践するプログラム。 

ミラソンとは 

・「未来志向のまちづくりをマラソンのように続けていく」という意味を込めた、「未来」

と「マラソン」からなる造語。 

②【事業の狙い】 

・将来の仙台のまちづくりの担い手となる人材(若者)の育成。 

・若手を中心とした市職員の業務に対する意欲向上と政策形成力の向上。 

＊仙台市には、１４大学・短大があり、学生数約５万人が居住している。 

③【実施体制】 

 仙台ミラソン実行委員会      ⇒運営         仙台ミラソン  

  仙台青年会議所 

  泉青年会議所          ⇒参加        ミラソン参加者  

  宮城県情報サービス産業協会                ―学生 

  仙台市     若手職員    ⇒参加          ―社会人 

市民協働推進課 テーマ提供課  ⇒テーマ提供       (市職員・民間) 

          

＊ 実行委員会事務局(委託)：一般社団法人ワカツク 

＊ 仙台市より実行委員会へ負担金として３００万円拠出 (100％) 

               (50％ 事務局人件費) 

  ＊大学に、震災後にボランティア部門が増加している。 

④【実施スケジュール】(平成 30 年度) 

 ７月～    ・参加者募集開始 

 ８月２３日  ・参加職員向け説明会実施(テーマ提供課、一般参加職員) 

 ９月３日～４日 「地域課題解決ワークショップ」実施 

        ・テーマごとにチーム結成。 

        ・アイデアソンやフィールドワーク等を通し、課題解決策を企画立案

し、発表。 

        ・仙台市は、若手職員のチーム参加のほか、テーマ提供課が参加者を

サポート。 

        ＊これ以降の活動継続については参加者の任意 

 ９月～１２月 各チームごと企画の実践 

        ・活動ペースは自由。    



        ・月１回程度進捗報告会やセミナーを実施し、フォロー。 

 １２月１５日 最終報告会(予定) 

⑤【ミラソン地域課題テーマ】(平成３０年度) 

〇 高齢者の ICT リテラシーを向上させるための取組について 

 (危機管理室 防災計画課) 

〇 多くの若者が町内会等の地域活動を自分事として捉え、参画するためには？ 

 (市民局 地域政策課) 

〇 安全・快適 自転車ライフ ～かぶりたくなるヘルメット～ 

 (市民局 自転車交通安全課) 

〇 ～外見から分からない障がい理解のために～ 

    ヘルプマーク等「シンボルマーク」の市民への啓発 

 (健康福祉局 障がい企画課) 

〇 西公園の利活用 

 (建設局 公園課) 

２事業実施の経緯 

①【実施に至った経緯】 

 〇 仙台市総合計画…多様な市民活動を推進する取り組み 

          ・学生・若者の社会参加を促進   ⇒市の施策の方向と合致  

 〇 NPO 法人ドットジェイピー「未来自治体」 

  ＊２４年度に「未来仙台市実行協議会」を組織   震災の翌年 

②【実施内容の変遷】 

 未来仙台市<政策の企画立案コンテスト> (平成２４年度、２５年度) 

仙台市長になったつもりで 30 年後の仙台市を見据え、10 年後の施策を考える。 

  ・課題の掘り下げが不十分。 

  ・プレゼンテーションの優劣が投票に影響。 

  ・ほとんどのチームで提案した政策の実現への道標を示すには至らず。 

           ⇓ 

 仙台ミラソン<地域課題の解決策 企画・立案・実践> (平成２６年度以降) 

 現在における課題の把握と解決策を企画・立案・実践する。 

  ・「若者(学生)×市職員×民間若手社会人」のチームによるフィールドワークと実践

を重視。 

  ・若手市職員・社会人によるチーム活動のサポートや、テーマ提供課による情報提

供やキーマンの紹介により、様々な企画が実現。 

３事業の成果 

【参加者実績】 

 ・24 年度 40 名/8 チーム ・25 年度 46 名/9 チーム 26 年度 89 名/9 チーム 

 ・27 年度 78 名 6 チーム  ・28 年度 53 名/4 チーム 29 年度 54 名/5 チーム 

 ・30 年度 32 名/4 チーム 



①参加学生の属性について 

 ・仙台市内大学生を中心としているが、市外の大学生、専門学校生、高校生も参加。 

 ・すでに NPO や若者団体に所属している若者もいるが、それ以外の若者が参加する 

ことも多く、ミラソンをきっかけに地域活動等を始める学生も見られる。 

②参加社会人の属性について 

 ・仙台市職員(テーマ提供課、庁内公募による参加)、実行委員会構成団体の若手社会 

人が中心。 

 ・事業に興味をもってワークショップを見学する社会人もいる。 

【取り組みの例】 

〇 市内観光謎解きゲーム (仙台ミラソン２０１４) 

 ・仙台市への観光客誘致をめざし、仙台市内の観光地を巡る体験型謎解きゲームを

実施。 

 ・ミラソン終了後も事業として継続。任意団体「謎社プロジェクト」として事業化。 

〇 西公園の利活用 (仙台ミラソン２０１７) 

 ・市内中心部にある「西公園」に賑わいを創出するため、若者の注目を集める「イ

ンスタ映え」をテーマに、ワークショップ等を実施。 

４今後の課題等 

【課題と方向性】 

 〇大学事業との連携…市内１４大学、授業・イベント、情報交換の必要性。 

 〇他の若者向け事業との連携…公民館の生涯学習の企画とかぶり感あり、連携目指す。 

 〇実行委員会構成団体の参画の方法…関わり方に濃淡がある。(青年会議所等) 

 〇参加者の募集方法…減少傾向。慣れ、学生の忙しさ、遣り甲斐・魅力アップへ。 

 

まとめ 

・仙台市が「協働して一緒にまちづくりをしよう」と若者の英知を集める取り組みの一

端を勉強させて頂いた。政策を押し付けるのではなく、若者の柔軟な発想や行動力を取

り入れる「仙台ミラソン」は、新たな政策立案の仕組みづくりです。今後、熊取町の政

策立案も役所の目線だけではなく、住民参画の新たな切り口として、今回の視察の体験

を積極的に活用できる方法を考えて行きたい。 

 

 
















